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インボイス制度での売手負担の振込手数料 

 取引先から売上代金が支払われる際に請求金額

から振込手数料を差し引いて支払われることで、

売手が振込手数料相当額を負担するケースがあり

ます。 

◆売手が振込手数料を負担する場合の取扱い 

インボイス制度において、売手が負担する振込

手数料相当額の対応は次のように分けられます。

なお、②又は③の対応は一定規模以下の事業者の

場合、「少額特例」の適用により一定事項を記載し

た帳簿のみの保存で仕入税額控除が認められます。 

①振込手数料相当額を「売上値引き」とする場合

……売上に係る対価の返還等として原則、買手に 

対して返還インボイスの交付が必要となりますが、

通常、振込手数料は１万円未満のため「少額な返

還インボイスの交付義務免除」の措置により不要

です。なお、「支払手数料」として経理処理をした

場合でも、消費税法上は対価の返還等とすること

が認められます。 

②買手から「代金決済上の役務提供を受けた対価」 

とする場合……買手から振込手数料相当額のインボ

イスの交付を受けることで仕入税額控除ができます。 

または売手が差し引かれた振込手数料相当額につい

ての仕入明細書等を作成し、買手の確認を受けるこ

とで仕入税額控除を行うこともできます。 

③買手が売手に代わって振込手数料を「立替払した」

とする場合……買手が金融機関から受け取った振込

手数料に係るインボイスと、買手が作成した立替金

精算書等の交付を受けることで、仕入税額控除を行

います。なお、金融機関のＡＴＭから振込みが行わ

れた場合は自動販売機特例（インボイス交付免除）

の対象となるため、振込手数料に係るインボイスと

立替金精算書等は不要となります。  

１２月から検知器でのアルコールチェック義務 

 道路交通法施行規制の改正によって、業務使用の

自動車(白ナンバー)が一定台数以上であり安全運転

管理者の選任が必要な事業所（乗車定員１１人以上

の自動車 1台以上、又はその他の自動車５台以上を

使用）は、本年１２月からアルコール検知器を用い

た酒気帯び確認が義務化されます。 

 これにより、安全運転管理者は検知器を用いて運

転者の酒気帯びの有無を確認するとともに、その内

容を記録して１年間保存すること及び検知器を常時

有効に保持することが義務となります。 

 なお昨年１０月から安全運転管理者の選任義務違

反に対する罰則が、罰金５０万円以下に引上げられ

ています。 

 

 

 

 

★☆★１１月のチェックポイント★☆★ 

※１１月は「下請取引適正化推進月間です。 

※年末調整の準備。「配偶者控除等申告書」「保険料控除申告書」等を受理して内容を確認します。なお、年

の途中で再就職した方は、前職分の「源泉徴収票」を取り寄せるよう依頼します。 

※年末の資金計画を確認し、得意先管理の徹底と売掛金回収に努めます。借入が必要なら早めに金融機関に

提出する資料の作成をします。 

※人材不足が年々高まる中、繁忙期に必要な要員と時給などを決めて、早めに募集をかけます。 
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